





























稲 葉 一 人
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㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷  






































































































• 㩷 ⺞ᩏᦼ㑆㩷 㩷 㩷 䋺ᐔᚑ15ᐕ䌾ᐔᚑ17ᐕ㩷  
• 㩷 ⺞ᩏኻ⽎㩷 㩷 㩷 䋺․ቯᯏ⢻∛㒮╬18∛㒮㩷 㩷 㩷 㩷






䋨ਥછ⎇ⓥ⠪䋺႓㩷 ⑲ੱ㩷 ␹ᄹᎹ⋵∛㒮੐ᬺᐡ㐳䋩 
㪐㩷
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⎇ⓥઍ⴫⠪㩷 ᚲዻ䋺ਛ੩ᄢቇᴺ⑼ᄢቇ㒮㩷 ᳁ฬ䋺Ⓑ⪲৻ੱ 
































 ᐔᚑ24ᐕᐲෘ↢ഭ௛⑼ቇ․೎⎇ⓥ੐ᬺ  
 䇸ක≮ኻ⹤ખ੺⠪䋨઒⒓䋩䈱ታᘒᛠី䈫ᓎഀ䊶⢻ജ䈱᣿⏕ൻ䈮㑐䈜䉎⎇ⓥ⃰䇹  
 ⎇ⓥઍ⴫⠪ ਛ੩ᄢቇᴺ⑼ᄢቇ㒮ᢎ᝼ Ⓑ⪲৻ੱ  
 ಽᜂ⎇ⓥ⠪ ␠ળ⑔␩ᴺੱᕲ⾦⽷࿅Უሶᗲ⢒ળ㒝ዻᗲ⢒∛㒮 ᣂ↢ఽ⑼ㇱ㐳 ടㇱ৻ᒾ  
 ಽᜂ⎇ⓥ⠪ ౏⋉␠࿅ᴺੱ࿾ၞක≮ᝄ⥝දળ ࿾ၞක≮቟ోផㅴ䉶䊮䉺䊷㐳 ⍹Ꮉ㓷ᒾ  




㩷 㩷 㩷 ౝ㩷 ኈ 
H14 䊶ක≮቟ో▤ℂ૕೙ᧂታᣉᷫ▚㩷  㩷 䋨䋱䋰ὐᷫὐ/㩷 1㩷 ᣣ䋩 




㩷 㩷 㩷 →౉㒮ၮᧄᢱ▚ቯⷐઙ䈫䈭䉎 







䊶ක≮቟ోኻ╷ട▚㩷 䋱䊶䋲㩷 㩷 䋨䋸䋵ὐ䊶䋳䋵ὐ䋩 
䊶ᗵᨴ㒐ᱛኻ╷ട▚㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 㩷 䋨䋱䋰䋰ὐ䋩 
䊶ක⮎ຠ቟ోᕈᖱႎ╬▤ℂ૕೙ട▚㩷 㩷 㩷 䋨䋵䋰ὐ䋩 
䊶ක≮ᯏེ቟ో▤ℂᢱ䋱䊶䋲䋨䋱䋰䋰䊶䋱䋱䋰䋰ὐ䋩 












㩷 㩷 㩷 㕍ᚭ∛㒮੐ઙ㩷
㪟㪈㪍䊍䊟䊥䊶䊊䉾䊃੐଀෼㓸ో࿖ዷ㐿㩷













































㩷 㩷 ක≮ᯏ㑐䈮䈍䈔䉎⺑᣿䈫ኻ⹤䈱ᢥൻ䉕㉯ᚑ䈜䉎䈢䉄䈮ⴕ䈉ᬺോ䈮䈲䇮ᰴ䈱䉋䈉䈭䈖䈫䈏䈅䉎䇯 
㩷 㩷 䋨䋱䋩㩷 ක≮ኻ⹤ផㅴ⠪䈲䇮ᖚ⠪䊶ኅᣖ䈎䉌䈱⋧⺣䉇⧰ᖱ╬䈏ㆃṛ䈭䈒ႎ
๔䈘䉏䇮ᔅⷐ䈮ᔕ䈛䈩ฦㇱ㐷䈱ᖚ⠪䊶ኅᣖᡰេ૕೙䈮ଥ䉎ᜂᒰ⠪╬䈫䈫䉅
䈮ේ࿃䈱ಽᨆ䇮ኻ╷䈱ᬌ⸛䉕ⴕ䈇䇮ᖚ⠪䊶ኅᣖ䈫ක≮⠪䈱ኻ⹤䈏ផㅴ䈘䉏䉎䉋䈉䈮䇮ో⡯ຬ䈮௛䈐䈎䈔䉎䇯 
㩷 㩷 䋨䋲䋩㩷 ᖚ⠪䊶ኅᣖᡰេ䈮㑐ㅪ䈜䉎ᖱႎ෼㓸䇮ᖱႎឭଏ䇮⎇ୃ䈱ડ↹ታᣉ
䈱䈠䉏䈡䉏䈱႐㕙䈮䇮⡯ຬ䈫ᖚ⠪䊶ኅᣖ䈏ෳട䈜䉎䈖䈫䈪䇮ᖚ⠪䊶ኅᣖᡰ
េ૕೙䈱⏕଻䈮䈧䈇䈩䇮⡯ຬ෸䈶ᖚ⠪䊶ኅᣖ䈱ᗧ⼂䈏㜞䉁䉎䉋䈉䈮௛䈐䈎䈔䉎䇯 














㩷 㩷 㩷 㽲㩷 ᖚ⠪䊶ኅᣖ䈻䈱੐᡿䈱ㅪ⛊䉇⺑᣿䈱ታᣉ㩷  
㩷 㩷 㩷 㽳㩷 ▤ℂ⠪䉇ක≮੐᡿䈮㑐ਈ䈚䈢⡯ຬ╬䈎䉌䇮ᖚ⠪䊶ኅᣖ䈻䈱⺑᣿䈜䉎႐䈱⸳༡䈱䈢䉄䈱⺞ᢛᵴേ 
㩷 㩷 㩷 㽴㩷 ⺑᣿䈱႐䈪䈱⹤䈚ว䈇䈱ㅴⴕ਄䈱㈩ᘦ 
㩷 㩷 㩷 㽵㩷 ᖚ⠪䊶ኅᣖ෸䈶ක≮੐᡿䈮㑐䉒䈦䈢⡯ຬ䋨ᒰ੐⠪䊶㑐ଥ⠪䋩╬䈱♖␹⊛䉬䉝╬䈱䉰䊘䊷䊃  
㪉㪐㩷
 
Σ. ක≮ኻ⹤ផㅴ⠪䈱ᬺോᜰ㊎  
 
㪊㪅㩷 ක≮ኻ⹤ផㅴ⠪䈱ᬺോ㩷
㩷 㪊䋩㩷 ᖚ⠪䊶ኅᣖ䈻䈱৻ᰴኻᔕ䈫䈚䈩䈱ᬺോ㩷 㩷
• 㩷 ක≮ኻ⹤ផㅴ⠪䈲䇮ᖚ⠪䊶ኅᣖ䈏቟ᔃ䈚䈩ක≮䉕ฃ䈔䉌䉏䉎䉋䈉䇮ᖚ
⠪䊶ኅᣖ䈎䉌䈱⋧⺣╬䈻䈱৻ᰴኻᔕ䈫䈚䈩䇮㒮ౝฦㇱ⟑䈫ㅪ៤䈱䉅䈫䇮એਅ䈱ኻᔕ䉕ⴕ䈉䇯 
㩷 䋨䋱䋩㩷 ᖚ⠪䊶ኅᣖ䈎䉌䈱⋧⺣䉇⧰ᖱౝኈ䈮ᔕ䈛䈢ㆡಾ䈭ኻᔕ䉕ⴕ䈉䇯 
㩷 㩷 㽲㩷 ∔∛䈮㑐䈜䉎කቇ⊛䈭⾰໧䈮㑐䈜䉎⋧⺣䈮ኻᔕ䈜䉎䈖䈫 
㩷 㩷 㽳㩷 ↢ᵴ਄෸䈶౉㒮਄䈱ਇ቟╬䈮㑐䈜䉎⋧⺣䈮ኻᔕ䈜䉎䈖䈫 
㩷 㩷 㽴㩷 ක≮⠪䈱ኻᔕ╬䈮⿠࿃䈜䉎⧰ᖱ䉇⋧⺣䈮ኻᔕ䈜䉎䈖䈫 
㩷 䋨䋲䋩㩷 ⊒↢䈚䈢ක≮੐᡿䉇ක≮੐᡿䉕⇼䈦䈢ᖚ⠪䊶ኅᣖ䈎䉌䈱↳䈚಴䈮ኻᔕ䈜䉎䈖䈫 
㩷 䋨䋳䋩㩷 㒮ౝᎼⷞ䈭䈬䉕䈚䈢㓙䈭䈬䇮਄⸥એᄖ䈱ᯏળ䈮ᖚ⠪䊶ኅᣖ䈎䉌ነ䈞䉌䉏䈢⋧⺣䉇⧰ᖱ䈮ㆡಾ䈮ኻᔕ䉕ⴕ䈉䈖䈫 
㪉㪏㩷
 
























































































































 1䋩㩷 ᖚ⠪䊶ኅᣖኻᔕ䈱ၮᧄ⊛⍮⼂ 
 2䋩㩷 ක≮቟ో䈮㑐䈜䉎ၮᧄ⊛⍮⼂ 
 3䋩㩷 ᖚ⠪䊶ኅᣖᡰេ૕೙䈱᭴▽ 
 4䋩㩷 ᖚ⠪䊶ኅᣖᡰេ䈮䈧䈇䈩䈱⡯ຬ䈮ኻ䈜䉎⎇ୃ䈱ડ↹䊶ㆇ༡ 
 5䋩㩷 ᖚ⠪䊶ኅᣖᡰេ䈮⾗䈜䉎ᖱႎ෼㓸䈫ಽᨆ䇮ኻ╷┙᩺䇮䊐䉞䊷䊄䊋䉾䉪䇮⹏ଔ 
 6䋩㩷 ක≮੐᡿䈏⊒↢䈚䈢႐ว䉇䇮ක≮੐᡿䉕⇼䈦䈢ᖚ⠪䊶ኅᣖ䈎䉌䈱↳䈚಴䈏䈅䈦䈢႐ว䈱ኻᔕ 















































































































































































⸥ภൻ ⊒ା ⊒ା ⸃⺒ 
૕㛎䈚䈢䈖䈫 ಽ䈎䈦䈢䈖䈫 
































⸥ภൻ ⊒ା ⊒ା ⸃⺒ 
૕㛎䈚䈢䈖䈫 ⠨䈋䈢䈖䈫 ⹤䈚䈢䈖䈫 ⡞䈇䈢䈖䈫 ಽ䈎䈦䈢䈖䈫 












































































































ῳ ⟵ῳ ⟵Უ Უ 







ῳ ⟵ῳ ⟵Უ Უ 








  䉶䉟䉮䈘䉖䈱䊒䊨䊐䉞䊷䊦䋨㔚ሶ䉦䊦䊁䉋䉍䋩 
 ᣢᓔᱧ䇮䈭䈚 
 ↥⑼ᱧ䇮ੱᎿᅧᆼਛ⛘䋨-䋩ᵹ↥䇮ᣧ↥䋨-䋩㩷 ೋᅧᇚ䇯 
 㩷 ኅᣖᱧ䈮ㆮવᕈ∔ᖚ䈭䈬․⸥੐㗄䈭䈚䇯 
 㩷 ᗵᨴ∝䇮䉝䊧䊦䉩䊷䉅䈭䈚䇯 
 㩷 ੹࿁䈱ᅧᆼ⚻ㆊ䋺ઁ㒮䈮䈩䌉䌖䌆䋨૕ᄖฃ♖䋩䉕ฃ䈔䈩ᅧᆼ
䈮⥋䉎䇯⃻࿷䋱䋱ㅳ䇯䈖䉏䉁䈪䈱ᅧᆼ⚻ㆊ䈲⦟ᅢ䇯 
 㩷 ኅᣖ᭴ᚑ䋺ᄦ䋺䋴䋲ᱦ㩷 ஜᐽ䇮 


















2009.3㩷 ഹ⨲಴   
 

























• 㘃ဳ䌂㩷 ᣿⏕䈮⺑᣿䈜䉎 
• ẩ≌䋨䈎䈇䉋䈉䋩 
• 㗐᦯䋨䈫䉖䈺䈒䋩 































































































































㩷 㩷 㩷 㐳䈒੐᡿෸䈶੐᡿ᓟ䈱ኻᔕ䈮઻䈉䊃䊤䉡䊙䈮ኻᔕ䈚䈩䈇䉎ᒰ੐⠪䉕ᡰេ䈜
䉎䈢䉄䈮䈲䇮䇸䈠䈱ੱ䈮ᷝ䈦䈢䇹䇸ᤨ㑆䉕඙ಾ䉌䈭䈇⛮⛯䈚䈢䇹䇸ᄙ᭽䈭䇹ᡰេ
䈏ᔅⷐ䈪䈅䉎䇯 

























































研究代表者 中京大学法科大学院教授 稲葉一人 
分担研究者 社会福祉法人恩賜財団母子愛育会附属愛育病院 新生児科部長 加部一彦 
分担研究者 公益社団法人地域医療振興協会 地域医療安全推進センター長 石川雅彦 







































































































































































































 ３） 患者・家族支援体制の構築 
   （１） 組織横断的な組織作りに関すること 










   （３） 医療機関内の患者・家族支援に関する委員会等の活動の評価と調整に関す
ること 
 ４） 患者・家族支援についての職員に対する研修の企画・運営 
   研修対象者の選択とそれに応じた研修の企画・運営および研修の評価・改善に必要
な点としては、以下の事柄が考えられる。 
   （１） 研修受講者の背景、事前の知識、学習意欲等の把握の仕方 
   （２） 研修の企画に関する知識 
      時期の選定、講師や対象者の選定、内容と到達度の設定、方法の選定（講義
形式、演習形式等）、年間計画の立案 
   （３） 患者・家族支援のための教育教材とその活用法 
   （４） アンケート等による参加者の感想やテスト結果分析など、研修評価の方法 
   （５） 研修計画全体の評価 
５） 患者・家族支援に資する情報収集と分析、対策立案、フィードバック、評価 
   （１） 患者・家族支援に資する院内外の情報を収集する方法 
   （２） 相談や苦情事例の分析と対策立案とフィードバックに関する事項 
 ６） 医療事故が発生した場合や、医療事故を疑った患者・家族からの申し出があった
場合の対応 
   （１） 医療事故等発生時の対応に関する基本原則 
60
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 ７） 説明と対話の文化の醸成 
  （１）医療機関内において、患者・家族からの相談や苦情事例等の報告と共有が効果
的に行われるための体制の整備に関する基本的知識 
  （２）患者・家族が安心して満足できる医療を受けられるよう、十分な説明と対話が
なされる組織の文化の醸成 
  （３）医療従事者と患者・家族の対話が推進され、情報を共有するための具体的な方
策 
 
5. 医療対話推進者の継続的学習について 
本指針では、医療対話推進者が習得すべき知識や技術について述べた。いうまでも
なく、医療対話推進者が患者・家族支援において期待される役割やその責務は大きく、
ここで述べた研修を受けただけで、医療対話推進者の責務を果たすのに十分とはいえ
ない。したがって、患者・家族支援の業務に携わるものとして、継続的に学習と経験
を重ねていくことは必須の要件である。 
